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静岡県藤枝町天然ガス地質調査報告
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Thege・1・gyin出en戯hernh1nterland

of　Yaizu　Gas　Field　is　of　Megami　black

mudstone＆nd　Shida　arenaceous　bed　which

is㌧considered　to　be　of　miocene　age．These

forlnat萱ons　have　a　characteristic　of　“skiba”

structures　showing　general　trend　of　NE』

The　source　of　the　natural　gas　is　closely

re1＆ted　to　Megami　formation　and　its　struc－

ture　thqugh　theyare　extナemely　complicated．

要 項

・種　　類　地表地質準精査

地域欝岡県志太郡藤枝町一岡部町間山地面積約

　　　20km2
調査期間　昭和25年10月下旬　野外作業、8日間

調査者　伊田技官（焼津天然ガス会肚の篠山，泉部

　　　爾氏の協力を得た）

月　　的　焼津ガス田における天然ガス母暦をi究め，

　　　將來の開発の一才旨針を5る。

1．：地 質

（1）層　序
本地域の贋序は上位より志太累暦，女神累暦および瀬

戸川層群である。声太，女神爾累暦と瀬戸川暦群との聞

は調査地域内ではすべて断暦で接しており，直接の関係

は認められない6女神累暦は相建油田の女神暦に相当す

る。損山家郎氏（PEAC1948）は隣接する島田地域で“蓬

莱累暦”と女神累暦との存在を報じておられるが，この

爾者は本地域の志太・女神爾累暦と同義である。

乱）女紳累騒

女紳泥岩　曙茨色の無暦理泥岩を主体とし，次色灘泥

莱燃料部

　岩を伴5地暦で総厚300m以上を示す。

　調査地内では下部は露出しないが，中部に青色凝友岩

　（花倉凝次岩）があり，上部に中粒青友色の堅硬なる砂

　岩（助宗砂岩）を挾有する。女神泥岩は暦内で著しく擾

　乱し，小纏曲・小断厨を認める。風化するとこまかい破

　片となるのを常とする。擾乱した部分は片理を生じ，光

　沢を持う。一般に無暦理であるが，時に厚さ10cm内外

　の灘泥岩・泥岩の耳暦となる場合もある。また瀬戸川暦

　群から由來したと思われる硬質頁岩，珪岩の大礫をもつ

　ことがあり，これはや瓦下部に属する（葉梨村山根西方

　の谷）。葉梨村中ノ合東方の谷では石友質砂岩が露出す

　る・これには石友藻f珊瑚の化石が購だしく含まれてい

　る。との附近では直立する志太累厨の下底から約120m

　下位にあたることが認められる。石荻質砂岩には海線石

　様の緑色鉱物が認められ，か瓦るものは転右としてその

　南方の谷にもある。從つてこの石友質砂岩は中オ合南の

　等斜賦向斜の南翼にも分布する≧準定する・女神泥岩は

　主として調査地の北部に広く分布し，他は断暦に澹つて

　狭陰な地域に露出するb

　花倉鑓茨岩　（模式：葉梨村役場西方1，000m河底）

　青色ベントナイト化した細粒凝茨岩で厚さは約3mと算

　定ずる。露出は断片的なものであるが，同村花倉・半谷・

　中ノ合および小山で認め得たo

　助宗砂暑　（模式≧経塚山三角点北方550m路傍）

　青次色を幣びた中粒無暦理で，良く淘汰された美しい砂

　岩で，暦厚約10mあり，カ・なりi連続するo　口寺に極めて

　堅硬になる。助宗・塩ケ原清水1花倉・小山解分布して

　いるo

　花倉では志太累暦不整合面の直下にあるが，下之郷で

　は志太累暦堆積前の侵蝕期に創剥しつくされている。一

　わ）志太累層

　志太累暦は女神累贋の上位をなす累暦で，爾者の関係

’は不整合である。この不整合は露頭では卒行不整合状で・

　あるが，女神累暦中の助宗砂岩や花倉凝友岩より志太累

　暦の基底までの暦厚が極めて変化する事に鑑み，て，志太

　累暦堆積前に，かなり侵蝕が進んで、．・たと見るべきであ

　るo
　すなわち経塚山の北では助宗砂岩から基底まで180m

　程の厚さをなすが，塩ケ原では僅か10m，清水では5m

1一（169）
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formatio血　　Ine111ber　厨厚（ml）　str段ta　　　屠1享（1ね）
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であつて，花倉では不整合面の直†に接する・半谷およ

び下之御では欠除するが，これに代つて花倉凝友岩が不

整合面からほど近い暦位にある。しかし潮山の北では再

び出現している。

　溝水礫岩暦　（模式・藤枝町清水の清水寺参道）

　清水礫岩膳は志太累暦の基底をなし，女神泥岩から由

來した灰色泥岩，あるいは游泥岩に充填された泥質細礫

々岩タリなる。礫は直径3mm乃至1cmの硬質頁岩・

珪岩・硬砂岩の円礫である（暦厚は一般に5乃至20m

であるが）。葉梨村花倉の南部では清水礫岩の暦厚は40

～50mに急激に増大する。下部の礫岩の礫は亜角礫状中

礫乃至大礫であつて，礫ば中粒砂岩の礫が多く，泥岩礫

・がこれに次ぐ。充填部の岩質はや瓦砂質である・礫岩に

は暦理が見られ，上位では凝次璽砂岩を挾む。また薄い

白色凝荻岩を伴うことがある。清水では同様に清水礫岩

の厨厚が大となつているが，暦内摺曲が激しく，眞の層

厚は求められない。

　藤枝疑次質砂岩　（模式：青島町志太，勝草橋西方

　　　　　　　500m）
　本贋は清水礫岩暦の上位に整合する。清水礫岩暦より

志太凝次質砂岩への移化部は，厚さ20cm内外の砂泥互

暦の場合もあるが，葉梨村では硬質頁岩ゑレンズ状には

さむ暦理の不規則な灘泥岩が露出する場合が多い。この

部分め厚さは5～10mである。この上位に凝次質砂岩が

あるo一般に無暦理の厚1暦であるが，稀に不規則な暦理

が認められる，，軟い中粒乃至紬粒砂岩で，時に白色細粒

凝茨岩を伴5，、暦厚は多少変化があるが，150㌣170mで

あり，・大きな構造を示す。

　原町互層　（模式ゴ瀬戸川北貴原ノ町附近）

　志太凝友質砂岩の上位は次第に砂勝の砂泥草暦に移

る。これは原町互暦であつて，居厚350m以上を示す。

下部の砂岩は一般にや瓦凝友質で軟いが，上部の砂岩は，

硬くなる。下部には，三沢瀕泥岩M（模式：藻梨村三

、沢部落中央）がある・との暦はや瓦凝次質の荻色游泥岩

で不鮮明な薄い暦理があり，また白色凝友岩の薄暦を数

暦まじえる。上下の砂泥互暦とは徐々に移化する。この

三沢游泥岩の上位50mに第；海線石暦があるd海線石

暦の附近殊に…三沢泓泥岩に近接した暦位では，原町互贋

の砂岩が厚くなく，三沢附近では10～20cmの厚さのも

のが多い。また葉梨川以東ではさらにこの暦位で頁岩が

すぐれてくるo

　第二海線石暦G2（模式＝藤枝町勝草僑の西1，300卑瀬

　　　　　　　戸川河岸崖）

　全贋厚5m内外あり，暦理明瞭で30cm～80cmの不

規則な暦を重ね，海線石はカルシウムあるいはマグネシ

ウム炭酸塩の多いや瓦堅硬な細粒岩中に点在する。瀬戸

川以北では甚だ硬くなり，上盤に薄い白色凝荻岩を伴5

事が多い。比較的地表で蓮続性が認められる。・

　第一海線石暦G1（模式・藤枝町原町瀬戸川南岸）

　窟理が第二海緑石暦ほど発達せず，所によつて極めて

海線石が密集する。瀬戸川・葉梨川の聞ではまだ存在が

認められないが，上籔田・中籔田附近ではこれと対比さ

れるものが，第二海緑石暦の上位約100mにある。

　 原町互暦の中部にはG、の上位に珪岩の暦がある。こ

れは從來の調査では瀬戸川暦群と誤まられていたが・今

回の調査で原町互暦に属する事が明らかになつた。他の

砂泥互暦に比して極めて堅硬であるため，多くは地表で

　突出し，Rogbackをなしている。

　（2）火成岩
　下之郷南方の177．8m高地の北方ではPorphyriteが

　岩脈となり，原町互暦中に貫入じ，附近の砂岩泥岩を変

　質せしめ硬化させている。この位置は堀ノ内一下之郷

　の衝動の下盤年あたり擾乱が甚しい。

2．地質構造

調査地に西隣する島田区域では，北東の一般走晦を有

するのに対して，高草山ゑ回る弧状構造の一一部である岡

部区域では，一般走向は北北西を示している。本地域はそ，

の爾者の漸移部にあたる。從つて甚だ複難な形朕を示し

ている。すなわち瀬戸川河岸ではまだ島田区域と同様，

3く171）
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北東の一般走向を有しているが，葉i梨川河岸の下之郷で

は北北西となり，さらにその東では小地塊毎に走向塗異

にするよ5になる。全体として清水より下之郷を経て新

田に達する衝動ならびに潮山の衝動によつて大きく三地

帯にわかれる。これを南北性の勝谷一堀ノ内の断暦が

切る。本断暦はかなり水李移動量ボ大であ「る逆断暦と考

えられるもので，またごれに近い走向をもつ山根一上

籔田の断暦力§ある。潮山地塊の；北東を限る小しLI一潮の

［逆断暦もこれと類似した性格を有するものであるかもし

れない。

　次に問題となる構造を別表に列記し準。　11の背斜構

造について，かりに頂部を構成する地暦の種類からA，

B，C鵯の3級に分つものとして考えるに，B級に属する

5背斜，C級に属する6背斜が見られ，また断暦はすべ

て逆断暦で，これに伴5構造も同様に分類すると，潮山‘
畠
の
構 i造を除いてA級のもの2，B級1，C級2が認めら

4《172）
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れる。ガス徴候は背斜構造よりも断暦に伴うものが多

いo

　①助宗東の背斜構造

　本背斜は東翼は急斜し西翼は緩斜し一つのドーム状構

造が見られる。北方へ延びるが北西翼を次第に瀬戸川暦

群が衝上して覆5。

　②塩原の横臥背斜構造

　経塚山の中複を走る本構造は南翼は転倒し原町互暦上

に衝上し，北翼は1小向斜を経て経塚山の南斜面で北か

ら南に衝．Lする断暦に境される・

　③清水の横臥背斜構造

　頂部に極僅か女神累層が認められるが，南東翼は逆転

した清水礫岩あるいは藤枝凝友質砂岩上に衝上する事が

・観察できた。

　④花倉・半谷・中ノ谷の波状構造

　こ」の構造は並走する4背斜，4向斜からなり，いず

れの構造も他と比較してその規模が小さい。

　⑤三沢の断暦摺曲構造

　葉i梨村の三沢から藤枝町原ノ町を通る低角逆断暦は，

三沢の西で等斜状背斜を上盤にもち，原ノ町附近でも原

町互暦を引曳している。

　⑥鬼岩寺の背斜構造

　本地域の背斜構造の内，』最も規模の大なるものであつ

て，島田地域の青島町鳥帽子山の背斜構造の延長で1ちつ

て，瀬古から瀬戸川を横断し，蓮華寺池の西側に達する

ものである。藤枝町に接して擾乱した地帯がある。頂部

は藤枝凝友質砂岩でやN北にピツチし，三沢の断暦で切

られる。

　⑦潮山の横移弛塊

　潮山を構成するものはほとんど原町互暦であるが，耶

野との境に各所で極めて低角の衝動面が観察できる。そ

の下盤は女神泥岩で上盤が極度に擾乱しているのに対し．

て，下盤は比較的李穏である。衝動面は地塊の西側でや』

　瓦急斜するが，潮山地塊では非常に低角で測定したもの

は中籔田の東で11。西へ傾斜する下籔田の東ではさらに

低角らしい。上盤の原町互暦は硬化しているのが普通

で，Z字型の横臥した厨内摺曲をなし，これが激しい場

合は互暦と認め難い程凌となる。すなわち互暦の砂岩は

拍子木状の砂岩塊となり，散乱する形となる。そして原

町互暦が女神泥岩に衝上するため，こ』では藤枝，，清水

爾暦を欠除する。

3．天然ガス鉱床

　との地においては天然ガスーの母暦と考え5るものは，，

女神の泥岩をおいて無い。原町互層中の細粒岩は荻色乃

第淡荻色の游泥岩が主体であるが女神泥岩に比してはる

かに有機分の含有において劣ると見る。これはガスの地

一表徴候あ分布から見てもうなずかれる。花倉凝次岩・助F

宗砂岩・藤枝凝友質砂岩は粒度およ『び贋位からガスの集

積に適していると考えられる。すなわちガス鉱床は第1

の場合として女神泥岩中に形成され5る。しかし花倉凝

次岩にしても助宗砂岩にしても暦厚がさほど無い。第2

の場合として藤枝凝友質砂岩は鉱床形成に贋厚・分布か

ら見て最も適当な地隆であつて，こ鼠に形成しうると考

えられる。第3の鉱床形式はとれを被覆する第四紀暦中

の鉱床であつて，焼津ガス田および後述する葉梨ガス田

の主二要鉱床はこの例である。

　女神泥岩は相良油田の主要な母暦である事は一般に認

められている。清水ガス田における欝岡層群は“大井川

暦”に相当し，そのうち北滝互暦，四十坂互暦を原町互

屡に，また吉原暦を藤枝凝友質砂岩にそれぞれ岩質上対

比すれぼその下位にある宝ノ窪泥岩は清水ガス田のガス

母暦と考えられるが，これは女神累暦でなけれぱならな

い。すなわちこのガス鉱床は志太累暦相当麿下の断厨集．

積構造である。

　葉i梨村下之郷では数年前まで天然ガスを採取してい

た。この葉梨ガス田は波状に擢曲する女神泥岩が分布す

るが，恐らくこれから由來したコ次的に集債した第四紀

に属す’る鉱床を対象としたものであろ5。・当時顕著であ

つたとい5ガスの地表徴候は，現在では認め得なかつた。

第四紀ガス鉱床の開発と共にこれらのガス徴候も清滅

し，第三紀暦に近接レた徴候のみ残つ先とするのが要当

であろう。ともあれ地表徴候はほとんど堀ノ内一下之

郷一よ新田の衝動線以東で認められた。この事実は構造

も当然影響している事は考えられるが，なお母岩である

女神泥岩の性格そのものにもよるとも思われる。すなわ

ち暦序の項で述べたよ5に花倉・半谷・中ノ谷地域は志・

太累暦堆積前の侵蝕が最も進んでいる地域である。從つ

て隆起地塊であつて李坦化作用を最も受けた地域である

筈である。そこに堆檀当初からの時異性を想定し5るわ

けである。

　さて幸に．して李野に接近した部分にガス徴候も多い

が，第三紀暦中にガス鉱床を求める場合に開発可能地域

の…つは鬼岩寺の背斜構造であつて，第二は三沢の衝動、

．上盤における断暦集積構造である。これよりもや鼠劣る

が，時ケ谷の構造も注目に価する。、・ずれも志太凝友質

砂岩か女神泥岩上部の居位を対象とすべきで，深さは

300mを越えない。この他の構造は開発の対象とするに

はあまりに規模が小さく擾乱し不適当である。また第四

紀暦中に鉱床を求める場合には時ケ谷一上籔田一下

籔田一』r五卜海の地域が問題となるであろづが，大規模

な鉱床を期待すムにはやX山間地に過ぎる6
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　　　　生結　　論・
1）本地域を構成する地暦はいわゆる大井川贋の女神

、累層と志1太累暦である。

2）天然ガス愚暦と考えられるものは女神泥岩と見て

大過ない5
’
3
）
』

西部の地質構造は北東一南西の一般走向を有す

　るズキバ構i輩であるが，さらに東部においては1高：草1

山をめぐる弧夷犬構i造：があり，爾者が岡部・下之多邸の

聞で相接し，小規模な対曲類似構造を示す。

4）第四紀暦中1あるいはとれに被覆された第三紀麿

中にガス鉱床を求める場合にはその下位にか玉る構

造の存在を考慮しなけれぼならず，その際特に構造

を切る南北性の断層に注目すべき’である0

5）一般に山地の第三紀贋中にガス鉱床を求めるに

は，構i造から早て不利であるoしかしな治開発の対

象を求める場合には五十海ピ上籔田一下之郷

一瀬古の地内の構造に伴5鉱床を対象とすべきで

ある。

藤枝附近構造一覧表

背

P斜

構

造

断

暦

名　　称 形　態 翼傾斜
9＆thering

　　area
課劉野罫

助宗東の背斜構造　　dome

塩原の横臥背斜構造　横臥状dome

溝水の横臥背斜構造　　　　〃

花倉の背斜構i造　　　dome

花倉南の背斜構造一dome
駿谷の等斜賦背斜構　等斜朕構造

廻
　　　　　Southplunging半谷の背斜構造　　　antic，anddome

中ノ谷の等斜状背斜
構造　　　　　　　、等斜状構造　，

…三沢西の等斜状背斜We6t　plunging

構造　　　　　 anticline

　　　　　north　plunging鬼岩寺の背斜構造　　anticline

　　　　　north　plungingI時ケ谷の背斜構造　　anticline・

経塚山の衝動

堀ノ内一下之郷の衝
動

三沢の衝動

上籔田の逆断層

潮山の衝動

下之郷一新田の衝動

thrust上盤

　〃

〃

　〃

thrust　下盤

thrust上盤

o

40～60

60f）70

25～45

100

20～60

　40

30～60

　40

30ん40

30～40

15ヶ20・

30～40

40～50

30～60

30～65

10～45

40～

NorWSorE

　　ロ60ん100

110’｝130

1201

』30～50

　15
120～140

30～60

110F

120

25～70

600m＋

200

500

250

200

100＋

250

250

500＋

900＋

500

200

300～

1，000＋

一300

ave「age

length

500m－12，500m

150－　1，300＋

100－　900

250－　1，000

700　900
300－　　　500＋

300　　1，000＋

300　400千

200－　600

5GO　　2，500＋

150～　1，000～

topofculmina・

tio尊

女神泥岩

　〃

緒水礫岩

女神泥岩

清水礫岩

女神泥岩

　〃

〃

class
、構造に
伴うガス
地表徴候

C

C

B

C

B

C

C

C

藤枝凝友質砂岩B

　〃
清水礫岩暦

8009藤棟凝友質砂岩

2，090　調　　女ネ申泥岩

2，000＋　　原町互暦

500　　 ・〃

1，000＋、’　〃

　　女神泥岩

B
B

B

C

A

A

（A）

C

gas

gas

gas

salt　w訊ter

（註）　構邉の分類にはその頂部に女1碑泥岩が露繊する竜の麺C級とし，その頂部に清」く礫岩’あるいは藤
　稜凝灰累砂岩暦が露出するもの聖B級，構造ま丸原町互層からなる喝のをA級構造とし牝。
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